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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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民
主
的
学
校
づ
く
り
を 

す
す
め
よ
う  

 

宗
谷
で
長
い
間
大
切
に

さ
れ
て
き
た
教
育
実
践
、
そ

れ
が
「
三
づ
く
り
」
で
す
。

三
づ
く
り
と
は
、 

・
授
業
づ
く
り 

・
集
団
づ
く
り 

・
学
校
づ
く
り 

で
す
。
こ
れ
は
、
学
校
の
教

育
目
標
や
教
育
計
画
づ
く

り
を
全
教
職
員
で
練
り
上

げ
る
こ
と
を
前
提
に
、
学
校

の
目
標
や
重
点
方
針
が
『
具

体
的
活
動
ま
で
つ
ら
ぬ
か

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え

で
す
。
学
校
全
体
に
貫
か
れ

て
い
る
も
の
を
軸
に
、
教
育

活
動
上
で
の
教
職
員
の
協

力
・
共
同
を
求
め
て
あ
っ
て

い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
や
保

護
者
、
地
域
の
期
待
に
こ
た

え
信
頼
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。 

 

「
学
校
づ
く
り
」
と
言
わ

れ
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

学
級
担
任
と
し
て
、
教
科
担

任
と
し
て
、
学
校
の
先
生

方
・
保
護
者
・
地
域
と
知
恵

を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
授
業
づ
く
り
・
集
団
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
に
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

春
の
取
り
組
み
を 

一
年
の
取
り
組
み
へ  

宗
谷
教
組
で
は
春
の
取

り
組
み
と
し
て
「
春
の
学
校

づ
く
り
の
懇
談
資
料
」
を
読

み
合
い
、
校
長
先
生
や
教
育

関
係
者
と
懇
談
を
し
て
い

ま
す
。
「
子
ど
も
の
笑
顔
の

た
め
に
み
ん
な
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
い
う
こ
と
は
共
通

の
思
い
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
は
・
分
会
は
・
学

校
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
頑
張
る
の
か
と
考
え
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

こ
ん
な
こ
と
を
学
び
た

い
な
…
こ
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
楽
し
い
か
も
！
…
ぜ

ひ
思
っ
た
こ
と
を
分
会
会

議
で
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

共
感
し
て
く
れ
る
人
は
必

ず
い
ま
す
。
「
こ
の
時
期
に

で
き
そ
う
だ
ね
」
「
こ
の
こ

と
も
合
わ
せ
て
学
び
た
い

な
」
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
分

会
活
動
を
豊
か
に
し
ま
す
。

春
の
懇
談
資
料
で
確
か
め

合
っ
た
こ
と
を
元
に
、
一
年

の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 分
会
情
報
を 

ど
ん
ど
ん
出
そ
う
！ 

 

民
主
的
学
校
づ
く
り
は
、

教
職
員
が
子
ど
も
を
中
心

に
据
え
た
教
育
活
動
を
保

護
者
・
地
域
・
教
育
関
係
者

と
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
上
に
延
べ
ま
し
た
。

学
校
に
よ
っ
て
子
ど
も
も

新
年
度
ス
タ
ー
ト
！ 

 

 

 

 

４月13日（金）１９：００～２１：００ 
宗谷教育会館大会議室 

テーマは「新学期、その時どうした？」 
昨年度までのセンたまの名前を変え、「みんなで

学ぼう」という新しい取り組み！ネーミングは

「どきどきわくわく どんどん学んで ぱワー

アップ」からきています。 

 

 
 

１回目は４月１７日（火） 
１９：００～／稚内北星学園大学 
毎週火曜日 19:00～21:00 全１０回。 

一般教養・教職教養対策を実施！ 

４月２１日は札幌市で道教組・高教組主催の教採学

習会もあります。組合加入の方には旅費補助も。詳

しくは宗谷教組本部に問い合わせを。 

 

 

 

 

 

 

５月１３日（土）１３：３０～１７：３０ 
全体講演テーマは現在調整中。 

講師は札幌市・小学校教員 太田 一徹さん 

分科会は、授業づくり、集団づくりなど１３分科

会を予定！ 

 

今年の冬はとても寒く、厳しい冬でした。しかし春はしっかり訪れ、急激に雪解けが進んでいます。

各学校では新しく着任された先生もいて、暖かい風が吹いているのではないでしょうか。春は心がウキ

ウキしますね。春休み、ちょっぴり静かだった学校に子どもたちの声が戻りました。「こんな学級を作っ

ていきたいな」「この教科・単元の授業づくりを特に頑張ろう」…子どもたちのために、みんなで力を合

わせて学校づくりに取り組みましょう！ 

あ

保
護
者
も
地
域
も
違
い
ま

す
。
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
で

特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
分
会
で
行
わ
れ
た

こ
と
を
紙
に
ま
と
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
量
も
た
く
さ

ん
書
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
写
真
を
撮
っ
て
い
た

ら
写
真
集
的
な
も
の
で
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
各
分

会
の
取
り
組
み
を
知
る
こ

と
で
自
分
の
分
会
の
活
動

に
い
か
す
こ
と
も
で
き
、

豊
か
な
組
合
活
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。
誰
が
書
い
て

も
構
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な

で
情
報
を
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！ 
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今年の 

冬は厳し 

かったで 

すね。春

は来るのか？と疑問に思っていたと

ころですが、春は急にやってきまし

た。まだストーブは手放せませんが

…。１年生の姿を見ると、心も温か

くなりますね。実践の中で楽しかっ

たこと、上手くいかなかったこと、

様々なことがあると思います。５月

は学び愛フェスタです。みんなで集

まって、たくさん交流しましょう。

そして学んだことをまた実践につな

げていきましょう！ 

（えんどー） 

 昨年は「センたま in Soya」の出張編

が評判でした。ただし、ネーミングから

「参加できる年代ではないし…」という

意見もありました。 

 今年度は名前も一新し、参加対象は年

代を問わず、全教職員が参加しやすい学

習会にしました。また各地域に出張する

形式は残します。詳しくは今後、おたよ

りを発行していきます。まずは４月１３

日稚内からスタートです。 

宗谷管内のすべての教職員のみなさんへ 

〔声明〕発達援助職としての教師としてあり方、学校の職場づくりについて考えよう 
２０１７年２月 宗谷教職員組合 

 

はじめに ～ 「先生は、いつも私のそばにいる、私たちの味方だから…」 

 義務教育段階の多感な子どもたちと接する私たち教職員は、子どもたちにとって「当たり前に学校でぼくたち・私たちのそばにいる存在」であり、発達援助職の性格

を多く持つ職業のひとつです。子どもたちが〝ランドセルに生活をまるごと詰め込んで〟学校に通ってくるという、少し古風な比喩表現は、学校の役割とそこにいる教

師の責務を的確に表しています。家庭環境や生活様式が異なりながらも、「この地域の私の学校」に通ってくる子どもたちは、私たち教職員が集団的に取り組む学校づく

り・職場づくりと、一人一人の教職員が抱える発達援助職としての教師の存在に大きな信頼を寄せてくれているのは間違いない事実です。 

 今年度、宗谷管内では服務規律に関わる重大な案件が多発しています。私たち宗谷教職員組合は、こうした事態を重く受け止め、管内の教職員のみなさん、そして教

育関係者のみなさんと教師の責務と職場づくりについて、今一度考え合うことを呼びかけます。 

 

服務規律について 

 職場などで服務規律について周知設定がされていますが、一般的に「自分はそんなことはない」と思うものではないでしょうか。そして、それは当然の心理と言える

でしょう。だからこそ、節目を持って考え合うことも必要です。例えば、分会で考え合うことで「みんなで気をつけよう」と思い合えることは、教育公務員としての自覚

を高めることにつながります。分会として、教職員集団として、一人ひとりの責任ある行動、誠実な行動が、ひとつひとつの学校の信頼される学校づくりにつながるこ

とを確かめ合いましょう。 

 

教師の責務に関わって 

 一方で、「きまりでダメだから」と服務規律の問題にするだけではなく、いわゆる「教師の責務」の視点から考えることも大切にし合いたい大切な視点です。 

 学校という場所は、地域に当たり前にある存在で子どもたちは学齢期になると当然のように学校に通ってきます。これは、日本国憲法と教育基本法で掲げられている

「人格の完成」を学校が担っているからです。そして、私たち教職員は地域の学校で保護者や地域のみなさんの願いを汲み取りながら、集団的に教育活動を担っていま

す。 

 しかし、保護者が抱える子育ての苦悩が複雑化していたり、教育行政と学校の間での業務が増えるなど今日的な課題が大きくなっています。また、学力向上施策や学

校スタンダードと人事評価が結びつき、ひとりの教師として「個人の職責を〝きちんと〟発揮しなければ」と思される場面が増えています。集団的に取り組む学校づく

りの業務が個人の職責として分断されています。 

 こうした中では、子どもたちが発達援助職としての教師の振る舞いに期待している「先生は、いつも私のそばにいる、私たちの味方だから…」ということすら、意識し

続けないと見えなくなってしまうのではないでしょうか。 

 

私たちは考えたい。力合わせをし合うものとして。 

 不祥事が発生する一因に個人の責任があるのは言うまでもありません。しかし、そのうえで私たちは学校づくりや職場づくりの観点から教職員の仕事の協同性を発揮

することが、再発を防ぐ抑止力になるのではないかと考えます。 

 宗谷では、学校の様々な業務を互いに見合う文化が大切にされてきました。大規模校の学年部会の仕組みや分掌運営、部活動指導にその特徴が表れています。集団的

に取り組みの本質や方向性を確かめながら進め事は学校づくりを豊かにするだけでなく、互いの成長を確かめたり、職場における自己有用感にもつながっているもので

す。ひとりひとりの先生が学校にとって欠かせない存在であること、職場づくりの力合わせが子どもたちのために不可欠なことを、職場のすべての教職員で確かめ合い

ましょう。 

 

すべては子どもたちのために 

 宗谷地方で昔から大切にされてきた「民主的学校づくり」という考え方は、学校のあり方を考えるひとつの〝ものさし〟です。子どもたちの学びや育ちを考えるとき

に、そしてこうして私たち教職員のあり方を考える際に大きな道しるべとなります。 

 年度末・新年度を迎えるにあたり、私たち教職員の働き方やその協同性と力合わせのあり方を「民主的学校づくり」の観点から考え合いましょう。そして、子どもたち

の笑顔のために、職場の協同の力を今一度確かめ合いましょう。 

 

※今年度からは４月の組合費の引き去りがあります！ご注意を！！ 


